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A．研究目的 

歯科口腔保健施策の推進のため、国や地方

自治体は、「歯科口腔保健の推進に関する基

本的事項」等において、指標やその達成状況

を評価するための目標値を設定し、これらの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標に関する目標値の設定や達成状況の評

価の多くに、歯科疾患実態調査の結果が使用

されている。歯科疾患実態調査は、5 年に 1

度、国民健康・栄養調査と同時に実施し、全

厚生労働行政推進調査事業費補助金（厚生労働科学特別研究事業） 

我が国の歯科口腔保健の実態把握を継続的・安定的に実施する手法の開発のための調査研究 
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歯科診療所の受診患者を対象とした調査手法の 

歯科疾患実態調査の代替の可能性の検討 

－質問項目と歯根面う蝕について－ 

研究分担者 石塚洋一 東京歯科大学 衛生学講座 准教授  
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研究要旨 

歯科口腔保健施策の推進のため、国や地方自治体は、「歯科口腔保健の推進に関する基

本的事項」等において、指標やその達成状況を評価するための目標値を設定し、これらの

指標に関する目標値の設定や達成状況の評価の多くに、歯科疾患実態調査の結果が使用さ

れている。しかしながら、パンデミック等で歯科疾患実態調査が中止された場合の代替調

査は確立されておらず、そうした事態への代替調査等での対応が早急に検討されるべきで

ある。本研究では、歯科疾患実態調査に代わる実態把握として、歯科診療所の受診患者を

対象とした調査手法の可能性について、質問項目と歯根面う蝕（未処置歯）の評価を中心

に検討した。全国8都道府県40の合計320の歯科診療所にて、9,600名の患者を研究対象と

し、歯科保健医療に対する意識及び口腔内状況等の調査を実施し、6,249名（回答率6

5％）の回答を得て、最終的に20歳以上の男女6,198名を解析対象とした。歯や口の状態に

ついて気になるところがある者は58.9%、毎日歯をみがく者は98.7%、歯間部を清掃してい

る者は60.4%、過去1年間に歯科検診を受けた者は71.4%、過去1年間にフッ化物塗布の経験

がある者は16.4%、フッ化物洗口の経験がある者は2.6%、フッ化物配合歯磨剤の使用の経

験がある者は43.3%、矯正歯科治療の経験がある者は8.2%、歯科医療機関の来院の主な目

的は、「歯科治療」が53.0%、「定期健診」が45.5%、「歯科健康診査」が1.5%であった。

歯根面う蝕（未処置歯）を持つ者の割合は、高齢になるにつれ増加しており、60~64歳の

年齢階級以上では5%を超えていた。年齢調整した歯根面う蝕（未処置歯）を持つ者の割合

は、30歳以上で5.0％、60歳以上で7.2％であった。質問項目と歯根面う蝕（未処置歯）の

評価の観点からは、パンデミック等で歯科疾患実態調査が中止となった場合にも実施可能

な調査手法として、歯科診療所の受診患者を対象とした調査手法から、ある一定の精度で

歯科疾患実態調査を補完するデータを取得できることが示唆された。 
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国が選定した地区において、歯科医師が口腔

内診査を行うことによりう蝕や歯周病等の

調査を行っており、日本の歯科疾患の現状を

把握可能な唯一の政府の統計調査である。令

和 3 年度に本調査が実施される予定であっ

たが、新型コロナウイルス感染症の流行によ

り中止され、令和 4 年度に延期された。 

国が示している基本的事項は 10 年計画で

実施されており、令和 4 年度は最終評価及び

次期の計画策定の議論が行われたが、令和 3

年度の歯科疾患実態調査の中止により現状

値が得られなかった指標は各種研究データ

の使用が検討されたが、調査設計の違い等に

より歯科疾患実態調査の結果との比較がで

きず、多くの指標が評価困難とされた。つま

り、現状ではパンデミック等の状況における

歯科疾患実態調査の中止は、歯科口腔保健施

策への影響が甚大であり、そうした事態への

代替調査等での対応が早急に検討されるべ

きである。 

そこで本研究では、歯科疾患実態調査に代

わる実態把握として、歯科診療所の受診患者

を対象とした調査手法の可能性について、質

問項目と歯根面う蝕（未処置歯）の評価を中

心に検討することとした。 

 

B．研究方法 

歯科疾患実態調査は、通常、歯科医療機関

以外の場所を会場として対象者を集めて調

査を行っているが、本研究では、パンデミッ

ク下でも継続的に実施可能な調査方法とし

て、歯科医療機関を受診した患者を対象に調

査を実施した。 

調査は、1 歯科診療所あたり、調査期間中

に 20 歳以上の 7 つの年齢区分（10 歳刻みご

とに 79 歳までと 80 歳以上）ごとに最初に受

診された患者から順に最大 4 名まで（6 区分）

と 80歳以上 6 名までの合計最大 30名までを

対象に行った。対象の歯科診療所は、全国の

8 都道府県（北海道・岩手県・東京都・岐阜

県・京都府・広島県・高知県・長崎県）の県

庁所在地とそれ以外の地域（人口が概ね

3,000 人～1 万人の地域）において、調査協

力が得られる歯科診療所とした。各都道府県

40 の合計 320 の歯科診療所にて、合計 9,600

名の患者を研究対象とし、歯科保健医療に対

する意識及び口腔内状況等の調査を実施し

た。 

調査票の送付と回収は、調査を実施した 8 都

道府県の都道府県歯科医師会及び郡市区歯

科医師会の協力を得て実施した。調査票の内

容は歯科疾患実態調査に準拠し、基本的事項

の最終評価を補足するためのデータや次期

計画策定の際に活用可能なデータを含んだ。

調査期間は、令和 5 年 11 月 16 日から 11 月

30 日までとし、調査期間中は、電話または電

子メールでの問い合わせの対応を行った。 

解析では、調査票（図 1）の質問項目と次

期基本的事項における指標案 1)に挙げられ

る項目の中で、歯根面う蝕（未処置歯）の

状況を評価するため、各割合を算出した。

年齢調整の際は、平成 27 年平滑化人口を基

準人口 2)に用いた。 

 

C．研究結果 

調査への回答は 6,249 名（回答率 65%）か

ら得られ、調査対象外の 20 歳未満の回答

16 名と性別や年齢に欠損のある 35 名を除

いた 6,198 名（男性 2,558 名、女性 3,640

名）を解析対象とした（表 1）。 

１．歯や口の状態 

 歯や口の状態について気になるところが

ないと回答した者は全体の 41.1%であっ

た。歯の症状で、「痛い」と回答した者の割

合は 20 歳以上 60 歳未満の年齢階級で高

く、「冷たいものや熱いものがしみる」と回

答した者の割合は 20 歳以上 70 歳未満の年

齢階級で高かった。歯ぐきの症状で、「痛

い」と回答した者の割合は 85 歳以上 95 歳

未満の年齢階級で高く、「はれている」と回 
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図 1．本調査に用いた調査票 

 

人数（人） 割合（%）

総数 100.0 6198 100.0

0 0.8

1～4 3.2

5～9 4.3

10～14 4.6

15～19 4.8

20～24 5.1 307 5.0

25～29 5.4 362 5.8

30～34 5.7 328 5.3

35～39 5.9 423 6.8

40～44 6.2 342 5.5

45～49 6.5 495 8.0

50～54 6.7 471 7.6

55～59 7.0 438 7.1

60～64 7.3 434 7.0

65～69 7.4 476 7.7

70～74 6.3 522 8.4

75～79 5.0 453 7.3

80～84 3.8 699 11.3

85～89 2.5 311 5.0

90～94 1.2 129 2.1

95～99 0.3 8 0.1

被調査者
基準人口

構成比（%）

年齢階級

（歳）

表 1．平成 27 年平滑化人口と本調査の被調査者の数及び割合 
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答した者の割合は 40 歳以上 70 歳未満の年

齢階級で高かった。口の機能で、「噛めない

ものがある」と回答した者の割合は 60 歳以

上 65 歳未満の年齢階級で 10%を超え、その

後の年齢階級でも高値を示した。「口がかわ

く」と回答した者の割合は 80 歳以上 90 歳

未満の年齢階級で高く、「口臭がある」と回

答した者の割合は 35 歳以上 75 歳未満の年

齢階級で高かった（表 2、図 2）。 

２．歯をみがく頻度 

 20 歳以上の者では、毎日歯をみがく者の

割合は 98.7%であった。また、毎日 2 回以

上歯をみがく者の割合は 87.3%であった

（表 3、図 3）。 

３．歯や口の清掃状況  

デンタルフロスや歯間ブラシを使って、歯

と歯の間を清掃している者の割合は 60.4%、

舌を清掃している者の割合は 23.0%であった。

25 歳以上 85 歳未満の年齢階級で 5 割以上の

者がデンタルフロスや歯間ブラシを使って、

歯と歯の間を清掃していた（表 4、図 4）。 

４．歯科検診の受診状況 

「この 1 年間に歯科検診を受けました

か？」という質問に「受けた」と回答した者

の割合は 71.4%であった。 

男女別に見るとほぼすべての年代で女性

の方が歯科検診を受けている者の割合が高

かった（表 5、図 5）。 

５．フッ化物応用の有無 

 過去 1 年間にフッ化物塗布の経験がある

者の割合は 16.4%、フッ化物洗口の経験があ

る者の割合は 2.6%、フッ化物配合歯磨剤の

使用の経験がある者の割合は 43.3%であった

（表６、図６）。 

６．矯正歯科治療の経験の有無 

矯正歯科治療の経験がある者の割合は

8.2%であった。 

20 歳以上 50 歳未満の年齢階級で 10%を超

えていた（表 7、図 7）。 

７．歯科医療機関の来院の主な目的 

歯科医療機関の来院の主な目的は、「歯科

治療」と回答した者の割合が 53.0%、「定期健

診」と回答した者の割合が 45.5%、「歯科健康

診査（自治体の健診等）」が 1.5%であった（表

8、図８）。 

８．歯根面う蝕（未処置歯）の状況 

 歯根面う蝕（未処置歯）を持つ者の割合は、

高齢になるにつれ増加しており、60~64 歳の

年齢階級以上では 5%を超えていた（表 9、図

9）。また、30 歳以上で年齢調整した歯根面う

蝕（未処置歯）を持つ者の割合は 5.0%、60 歳

以上で年齢調整した歯根面う蝕（未処置歯）

を持つ者の割合は 7.2%であった。 
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痛い

冷たい

ものや

熱いもの

がしみる

痛い
はれて

いる

歯を

みがくと

血がでる

噛めない

ものが

ある

飲み込み

にくい

口が

かわく

口臭

がある
その他

総 数 6,179 41.1 58.9 9.9 14.9 5.8 8.7 12.1 9.9 1.2 6.8 8.7 13.0

20～24 306 44.4 55.6 11.8 21.6 2.3 4.2 9.8 1.6 0.3 1.6 4.9 17.3

25～29 362 39.2 60.8 11.9 21.8 5.0 7.5 13.5 0.8 0.3 4.1 7.7 16.6

30～34 326 38.0 62.0 13.8 19.3 4.6 8.0 12.6 3.1 0.6 4.0 8.0 14.1

35～39 422 42.9 57.1 10.7 20.4 2.6 6.2 14.7 1.4 0.9 4.0 10.0 10.9

40～44 341 35.5 64.5 11.4 25.2 4.4 10.3 14.1 2.6 0.0 4.4 9.1 14.7

45～49 495 36.0 64.0 12.1 21.0 5.1 10.7 16.0 6.3 1.2 4.8 10.1 16.6

50～54 469 36.9 63.1 8.1 18.1 4.5 9.8 17.5 6.8 1.1 7.2 13.0 13.4

55～59 438 34.0 66.0 11.0 20.5 5.9 11.0 16.9 9.6 0.7 5.5 11.6 12.6

60～64 432 39.4 60.6 8.8 13.4 4.2 10.6 11.8 12.3 0.7 6.7 9.0 16.4

65～69 474 43.0 57.0 6.3 13.3 5.9 10.3 13.5 15.8 1.1 7.4 10.3 11.4

70～74 522 47.5 52.5 7.3 9.6 5.0 8.6 10.5 13.8 1.1 8.4 11.9 8.4

75～79 450 43.6 56.4 9.1 9.8 7.8 7.8 8.7 18.2 3.3 7.8 7.3 10.0

80～84 697 45.6 54.4 9.9 5.2 8.9 8.3 7.9 16.2 2.2 12.6 4.0 10.6

85～89 308 44.8 55.2 9.7 2.9 11.4 7.1 4.9 17.5 2.6 10.7 5.8 12.7

90～94 129 44.2 55.8 9.3 2.3 12.4 7.0 1.6 17.8 1.6 7.0 4.7 13.2

95～99 8 25.0 75.0 12.5 0.0 0.0 0.0 12.5 12.5 0.0 12.5 12.5 37.5

年齢階級

（歳）

被調査者数

（人）

割合（%）

ない

ある

口の機能 その他

総数

歯の症状 歯ぐきの症状

表 2．歯や口の状態、年齢階級別 

 

図 2．歯や口の状態、年齢階級別 
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みがかない
ときどき

みがく

毎日

（総数）
1回 2回 3回以上

（再掲）

毎日2回

以上

みがかな

い

ときどき

みがく

毎日

（総数）
1回 2回 3回以上

（再掲）

毎日2回

以上

総 数 6,129 20 61 6,048 700 3,155 2,193 5,348 0.3 1.0 98.7 11.4 51.5 35.8 87.3

20～24 302 0 3 299 31 162 106 268 0.0 1.0 99.0 10.3 53.6 35.1 88.7

25～29 361 1 3 357 35 181 141 322 0.3 0.8 98.9 9.7 50.1 39.1 89.2

30～34 326 1 3 322 38 162 122 284 0.3 0.9 98.8 11.7 49.7 37.4 87.1

35～39 419 0 1 418 36 240 142 382 0.0 0.2 99.8 8.6 57.3 33.9 91.2

40～44 341 0 1 340 25 196 119 315 0.0 0.3 99.7 7.3 57.5 34.9 92.4

45～49 495 1 3 491 38 276 177 453 0.2 0.6 99.2 7.7 55.8 35.8 91.5

50～54 469 0 4 465 53 253 159 412 0.0 0.9 99.1 11.3 53.9 33.9 87.8

55～59 435 1 2 432 45 242 145 387 0.2 0.5 99.3 10.3 55.6 33.3 89.0

60～64 432 1 4 427 53 209 165 374 0.2 0.9 98.8 12.3 48.4 38.2 86.6

65～69 472 1 4 467 51 241 175 416 0.2 0.8 98.9 10.8 51.1 37.1 88.1

70～74 520 1 8 511 79 255 177 432 0.2 1.5 98.3 15.2 49.0 34.0 83.1

75～79 447 1 4 442 68 213 161 374 0.2 0.9 98.9 15.2 47.7 36.0 83.7

80～84 680 6 6 668 89 330 249 579 0.9 0.9 98.2 13.1 48.5 36.6 85.1

85～89 302 1 10 291 40 139 112 251 0.3 3.3 96.4 13.2 46.0 37.1 83.1

90～94 120 4 4 112 17 55 40 95 3.3 3.3 93.3 14.2 45.8 33.3 79.2

95～99 8 1 1 6 2 1 3 4 12.5 12.5 75.0 25.0 12.5 37.5 50.0

年齢階級

（歳）

被調査者数

（人）

人数（人） 割合（%）

表 3．歯をみがく頻度、年齢階級別 

 

図 3．歯をみがく頻度、年齢階級別 
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デンタルフロス

や歯間ブラシ

舌を清掃

している

行って

いない

デンタルフロス

や歯間ブラシ

舌を清掃

している

行って

いない

総 数 6,116 3,697 1,404 1,947 60.4 23.0 31.8

20～24 304 127 92 130 41.8 30.3 42.8

25～29 359 187 109 125 52.1 30.4 34.8

30～34 326 193 96 99 59.2 29.4 30.4

35～39 419 262 109 120 62.5 26.0 28.6

40～44 338 209 93 104 61.8 27.5 30.8

45～49 493 319 113 136 64.7 22.9 27.6

50～54 468 303 96 132 64.7 20.5 28.2

55～59 434 289 95 115 66.6 21.9 26.5

60～64 429 284 82 127 66.2 19.1 29.6

65～69 472 325 83 124 68.9 17.6 26.3

70～74 516 348 105 142 67.4 20.3 27.5

75～79 442 262 94 152 59.3 21.3 34.4

80～84 684 387 158 242 56.6 23.1 35.4

85～89 302 149 54 133 49.3 17.9 44.0

90～94 123 49 25 63 39.8 20.3 51.2

95～99 7 4 0 3 57.1 0.0 42.9

年齢階級

（歳）

被調査者数

（人）

人数（人） 割合（%）

表 4．歯や口の清掃状況、年齢階級別 

 

図 4．歯や口の清掃状況、年齢階級別 
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男 女 総数 男 女 総数

総 数 6,150 1,756 2,637 4,393 69.2 73.0 71.4

20～24 305 66 129 195 63.5 64.2 63.9

25～29 362 91 136 227 60.3 64.5 62.7

30～34 327 90 129 219 67.2 66.8 67.0

35～39 419 103 178 281 63.6 69.3 67.1

40～44 337 84 128 212 60.4 64.6 62.9

45～49 495 114 202 316 57.0 68.5 63.8

50～54 468 128 197 325 67.4 70.9 69.4

55～59 434 116 195 311 63.0 78.0 71.7

60～64 431 133 190 323 70.4 78.5 74.9

65～69 472 161 213 374 78.9 79.5 79.2

70～74 517 174 236 410 80.2 78.7 79.3

75～79 444 158 186 344 76.7 78.2 77.5

80～84 696 220 319 539 75.3 79.0 77.4

85～89 307 82 145 227 72.6 74.7 73.9

90～94 128 33 51 84 66.0 65.4 65.6

95～99 8 3 3 6 75.0 75.0 75.0

年齢階級

（歳）

被調査者数

（人）

人数（人） 割合（%）

表 5．歯科検診の受診状況、性・年齢階級別 

 

図 5．歯科検診の受診状況、性・年齢階級別 
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フッ化物塗布 フッ化物洗口
フッ化物配合

歯磨剤の使用
ない わからない フッ化物塗布 フッ化物洗口

フッ化物配合

歯磨剤の使用
ない わからない

総 数 6,113 1,001 160 2,645 2,100 729 16.4 2.6 43.3 34.4 11.9

20～24 304 58 5 135 94 39 19.1 1.6 44.4 30.9 12.8

25～29 358 59 10 174 108 41 16.5 2.8 48.6 30.2 11.5

30～34 323 62 13 156 85 45 19.2 4.0 48.3 26.3 13.9

35～39 418 62 11 197 134 45 14.8 2.6 47.1 32.1 10.8

40～44 341 48 11 161 109 43 14.1 3.2 47.2 32.0 12.6

45～49 489 74 19 231 156 55 15.1 3.9 47.2 31.9 11.2

50～54 458 68 11 220 157 40 14.8 2.4 48.0 34.3 8.7

55～59 433 61 8 192 140 63 14.1 1.8 44.3 32.3 14.5

60～64 428 62 13 192 146 52 14.5 3.0 44.9 34.1 12.1

65～69 470 87 10 209 157 46 18.5 2.1 44.5 33.4 9.8

70～74 517 91 12 204 191 61 17.6 2.3 39.5 36.9 11.8

75～79 448 70 15 164 183 46 15.6 3.3 36.6 40.8 10.3

80～84 690 121 11 274 254 92 17.5 1.6 39.7 36.8 13.3

85～89 303 59 8 97 123 44 19.5 2.6 32.0 40.6 14.5

90～94 127 19 3 39 58 16 15.0 2.4 30.7 45.7 12.6

95～99 6 0 0 0 5 1 0.0 0.0 0.0 83.3 16.7

年齢階級

（歳）

被調査者数

（人）

人数（人） 割合（%）

表 6．フッ化物応用の有無、年齢階級別 

 

図 6．各種フッ化物応用の経験がある者の割合、年齢階級別 
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現在、治療を

受けている

過去に治療を

受けたことがある
ない

現在、治療を

受けている

過去に治療を

受けたことがある
ない

総 数 6,093 129 372 5,592 2.1 6.1 91.8

20～24 300 30 39 231 10.0 13.0 77.0

25～29 356 19 39 298 5.3 11.0 83.7

30～34 321 11 52 258 3.4 16.2 80.4

35～39 417 9 53 355 2.2 12.7 85.1

40～44 338 5 39 294 1.5 11.5 87.0

45～49 489 18 40 431 3.7 8.2 88.1

50～54 461 4 30 427 0.9 6.5 92.6

55～59 428 9 22 397 2.1 5.1 92.8

60～64 426 3 18 405 0.7 4.2 95.1

65～69 470 5 13 452 1.1 2.8 96.2

70～74 517 3 10 504 0.6 1.9 97.5

75～79 443 2 5 436 0.5 1.1 98.4

80～84 690 6 6 678 0.9 0.9 98.3

85～89 301 4 5 292 1.3 1.7 97.0

90～94 129 1 1 127 0.8 0.8 98.4

95～99 7 0 0 7 0.0 0.0 100.0

年齢階級

（歳）

被調査者数

（人）

人数（人） 割合（%）

表 7．矯正歯科治療の経験の有無、年齢階級別 

 

図 7．矯正歯科治療の経験の有無、年齢階級別 
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歯科治療 定期健診
歯科健康診査

（自治体の健診等）
歯科治療 定期健診

歯科健康診査

（自治体の健診等）

総 数 6,123 3,247 2,786 90 53.0 45.5 1.5

20～24 301 184 116 1 61.1 38.5 0.3

25～29 358 219 133 6 61.2 37.2 1.7

30～34 323 189 126 8 58.5 39.0 2.5

35～39 417 225 186 6 54.0 44.6 1.4

40～44 339 191 145 3 56.3 42.8 0.9

45～49 490 270 216 4 55.1 44.1 0.8

50～54 462 245 209 8 53.0 45.2 1.7

55～59 433 246 182 5 56.8 42.0 1.2

60～64 430 209 217 4 48.6 50.5 0.9

65～69 471 213 245 13 45.2 52.0 2.8

70～74 519 242 275 2 46.6 53.0 0.4

75～79 447 219 213 15 49.0 47.7 3.4

80～84 693 343 340 10 49.5 49.1 1.4

85～89 305 174 130 1 57.0 42.6 0.3

90～94 128 72 52 4 56.3 40.6 3.1

95～99 7 6 1 0 85.7 14.3 0.0

年齢階級

（歳）

被調査者数

（人）

人数（人） 割合（%）

表 8．歯科医療機関の来院の主な目的、年齢階級別 

 

図 8．歯科医療機関の来院の主な目的、年齢階級別 
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総数
根面部う蝕

なし
根面部う蝕

あり
根面部う蝕

なし
根面部う蝕

あり

総 数 6,198 5,893 305 95.1 4.9

20～24歳 307 307 0 100.0 0.0

25～29歳 362 362 0 100.0 0.0

30～34歳 328 325 3 99.1 0.9

35～39歳 423 419 4 99.1 0.9

40～44歳 342 329 13 96.2 3.8

45～49歳 495 474 21 95.8 4.2

50～54歳 471 454 17 96.4 3.6

55～59歳 437 417 20 95.4 4.6

60～64歳 434 412 22 94.9 5.1

65～69歳 476 441 35 92.6 7.4

70～74歳 522 494 28 94.6 5.4

75～79歳 453 411 42 90.7 9.3

80～84歳 699 647 52 92.6 7.4

85歳以上 448 401 47 89.5 10.5

総 数 2,558 2,430 128 95.0 5.0

20～24歳 105 105 0 100.0 0.0

25～29歳 151 151 0 100.0 0.0

30～34歳 135 134 1 99.3 0.7

35～39歳 163 162 1 99.4 0.6

40～44歳 141 138 3 97.9 2.1

45～49歳 200 194 6 97.0 3.0

50～54歳 192 181 11 94.3 5.7

55～59歳 186 175 11 94.1 5.9

60～64歳 189 178 11 94.2 5.8

65～69歳 205 187 18 91.2 8.8

70～74歳 219 212 7 96.8 3.2

75～79歳 209 192 17 91.9 8.1

80～84歳 294 271 23 92.2 7.8

85歳以上 169 150 19 88.8 11.2

総 数 3,639 3,463 176 95.2 4.8

20～24歳 202 202 0 100.0 0.0

25～29歳 211 211 0 100.0 0.0

30～34歳 193 191 2 99.0 1.0

35～39歳 260 257 3 98.8 1.2

40～44歳 201 191 10 95.0 5.0

45～49歳 295 280 15 94.9 5.1

50～54歳 279 273 6 97.8 2.2

55～59歳 252 242 10 96.0 4.0

60～64歳 245 234 11 95.5 4.5

65～69歳 271 254 17 93.7 6.3

70～74歳 303 282 21 93.1 6.9

75～79歳 244 219 25 89.8 10.2

80～84歳 405 376 29 92.8 7.2

85歳以上 279 251 28 90.0 10.0

女性

人数（人） 割合（%）

総数

男性

表 9．歯根面う蝕（未処置歯）を持つ者の数及び割合、性・年齢

階級別 
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図 9．歯根面う蝕（未処置歯）を持つ者の数及び割合、性・

年齢階級別 
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D．考察 

今回の歯科診療所の受診患者を対象とし

た調査から、令和 3 年度に中止となった歯科

疾患実態調査の代替として、現行の基本的事

項の評価項目の最終評価に使用可能な値が、

ある一定の精度で得られたと考える。その理

由として、過去の調査等から歯科診療所受診

患者を対象とした調査での回答率は 45％程

度に留まると考えられたが、65％と予想を 2

割も超える回答が得られたことがまず挙げ

られる。また、本調査対象は全国からのサン

プリングであり、表 1 に示すように回答者の

年齢階級の構成比については、後期高齢者を

除けばおおむね基準人口に近い値が得られ、

むしろ歯科疾患実態調査よりも近似度は高

いように観察され、一般化可能性については

ある程度許容できると考える。一方で、歯科

疾患実態調査の対象が国民生活基礎調査の

調査区に設定された単位区から無作為に抽

出された単位区内の世帯員であることと比

べると、本調査対象の歯科診療所の受診患者

は母集団の特性が異なると考えられる。しか

し、近年の調査研究では、国民の約半数以上

が過去 1 年以内に歯科医院を受診したこと

があるという報告 3)もあり、歯科診療所の受

診患者が一般住民と必ずしもかけ離れた特

性を持つとは限らない現況もうかがえる。 

 歯科診療所の受診患者を対象とした本研

究では、60～64 歳の年齢階級以上では歯根

面う蝕（未処置歯）を持つ者の割合が 5%を超

えていた。本結果は、基本的事項の最終評価

を補足するためのデータや次期計画策定の

際に活用可能なデータと考えられる。今後、

本研究の結果と令和 4 年に実施された歯科

疾患実態調査の結果との比較により、パンデ

ミック等で歯科疾患実態調査が中止となっ

た場合にも実施可能な本研究の調査手法が、

歯科疾患実態調査に代わる調査手法となり

得るかを検討する必要がある。 

 

E．結論 

質問項目と歯根面う蝕（未処置歯）の評価

の観点からは、パンデミック等で歯科疾患実

態調査が中止となった場合にも実施可能な

調査手法として、歯科診療所の受診患者を対

象とした調査手法から、ある一定の精度で歯

科疾患実態調査を補完するデータを取得で

きることが示唆された。 
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